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救 急現 場で の リフレクシ ョン～実践の振り返りがスキルを高める！《第１回》

救急看護の根拠が身に付く
　 振り返りとケア実践

日本赤十字九州国際看護大学　看護の基盤　教授

看護学博士 本田多美枝
現在,看 護基礎教 育 ・大学院教育 に携 わる一方 で,臨 床看護

師を対象とした継続 教育を多数の病院で実施 している。主な研

究テーマは,ベ テランナースの省察的実践 の様相,リ フレクショ

ンを促 す教育方法など。
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①実践後の振り返りは,次 のアクションにつなぐ

　知識やスキル 信念を獲得するために行います。

② 「できた,で きない」という結果 だけでなく,そ

　 こに至ったプロセスをオープンにし,タイミン

　 グよく振 り返り,得た教訓を言葉にすることが

　必要です。

③ リフレクションは，安心できる環境の中で,他

　者(同 僚や先輩,医 師ら)と対話 しながら行 う

　 ことで,一 人では気づかなかったことに気づく

　 ことができます。

　私たち看護師は,毎 日,医 療 の現場 で,患 者

とその家族の人生の一部 にかかわらせ ていただ

いています。 それは言 うまで もな く,再 現でき

ない1回 限 りの個別 固有の経験 とな ります。 こ

うした経験の中には,も ちろん,「 よ し!!　 う

ま くいった」 と手 ごたえを感 じるものもあ りま

す が,「 あの時 の対応 はあれで よか ったのだろ

うか」 「もっと別 のかか わ り方があ ったのでは

ない だろ うか」 な ど,後 悔の念 を抱 くことや,

もや もや としたままの経験 なども含 まれていま

す。 こうした経験をその ままに してお くと,や

が ては記 憶 か ら忘 れ去 られ て しまい,結 果,

日々流されてい くことにな りかねません。そ こ

で本稿では,実 践の振 り返 りが次のアクシ ョン

につながる知識やスキル,信 念を獲得する上で

重要な意味を持つ こと,そ のために大切に した

い視点や振 り返 りの方法な どについて述べてい

きたい と思い ます。

東邦大学　看護学部　成人看護学　准教授

看護学博士 福田美和子
現在,看 護基礎 教育 ・大学 院教 育 を担 当。主 な研 究

テーマはクリティカルケア領域 に従事 している看護 師

の臨床判 断や実践知 に関する研究,リ フレクションを

促す教 育方法など。

「医療のプロは実践後に学ぶ」

とは

　メジャー リーグで活躍 してい るイチ ロー選手

が,日 米通算4,000本 安打 を達成 しま した。そ

のイ ンタビューの中で,「 この裏 には何倍 もの

失敗経験があ り,悔 しい思いを してきた。そん

な中でも常 に自分 自身 と向き合 ってきた」 との

コメン トがあ り,非 常に印象的で した。 このコ

メン トか ら分か ることは,イ チロー選手が一流

であ り続ける背景には,自 分 自身 と正面か ら向

き合いな が ら実践 し,振 り返 りを行 うこ とに

よって意図的に教訓 を得て,次 のアクシ ョンに

つなげスキルを磨き続けてきた こと,そ れが今

回の4,000本 安打 とい う結果 につ なが っている

のだとい うことです。このイチロー選手の姿は,

医療を担 うプロフェッショナル としての看護師

に も,大 変参考 になるのではないで しょうか。

　 もう一つ,興 味深い調査結果 を紹介 します。

「人材 が 育つ上 で どの よ うな出来事 が有 益 で

あったか」 について,ア メリカの ビジネス リー

ダーを対象 に行 った調査 による と,7割 の人が

「仕事経験か ら学ぶ」 と答 え,「 研修や書籍か ら

学ぶ」は1割,「 他人 か ら学ぶ」 は2割 だった

そ うです1)。 この結果を 日本の看護師 にそのま

ま当てはめ る ことはで きないか も しれ ませ ん
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が,「 仕事経験か ら学ぶ」 ことが大 きな割合 を

占め ることには変わ りがないのではないで しょ

うか。で は,「 長 く」「頻 回に」「た くさん の種

類の」仕事経験をすれば,人 は 自然に実践か ら

学 び成長す ることができるので しょうか。おそ

らく 「経験 しっぱな し」では,仕 事経験 か らよ

りよ く学ぶには限界があると考 えられます。 そ

こには,経 験 したことを実践後に振 り返 ること

で,次 のアクシ ョンにつながる教訓を得 てい く

「学習のプロセス」が必要にな ります。

　 こうした経験学習のサイ クル(図)は,考 え

方 を整理す る上 で とて も参考 にな る と思い ま

す。

　 コル ブ2)に よる と,学 習 とは 「経験 を変換

す ることで知識を創 り出すプロセスであ る」 と

定義 した上 で,次 の4つ のステップを提示 して

います。すなわち,人 は,① 具体 的な経験を し,

②その経験 を振 り返 って内省することで,③ そ

こか ら得 られた教訓を概念に落 とし込み,④ そ

れを新 たな状況に適用することによって,経 験

から学習 しているのです。 もちろん,具 体的な

経験を どのよ うにす るのか とい うことも非常に

重要な ことです。 しか し,そ の経験を真の学び

に変 え,応 用可能 な知見 に してい くためには,

「①具体 的な経験→②振 り返 り→③教訓を言葉

にし,自 分 の中に落 とし込む→④実践への意図
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的な適用」のサイクルを回 してい くことが重要

にな るの です。「医療 のプロは実践後 に学 ぶ」

とい うことの意味が,こ こに浮 かび上が ってき

ます。

　 もう一つ確認 しておきたい ことが あ ります。

それは,冒 頭 でも述べ ましたが,私 たちが直面

する出来事には,「 よ し！！ うま くいった」 と

手 ごたえを感 じる経験 や,「 あの時の対応 はあ

れでよか ったのだ ろうか」 「もっと別 のかかわ

り方があったのではないだろうか」な ど後 悔の

念を抱 く経験,あ るいは何かはっき りしないけ

れ ども引 っかか る,ジ レンマを感 じる経験な

ど,さ まざまな ものが含 まれています。実践後

に振 り返 る必要があるのは,必 ず しもうまくい

かなかった経験だけ とは限 りません。看護師 と

してのあなたにとって重要 と思 われる出来事を

選んで振 り返 ることが大切 にな ります。

　そ して,も う一 つ大切なことがあ ります。そ

れ は,何 のために振 り返 りを行 って いるのか,

その 目的を見失わない ことです。図でも明 らか

なように,振 り返 りは,実 践からの教訓を引き出

し,次 のアクションにつなげてい くために行われ

るものです。ですので,過 去の経験 を現在につ

なぎ,そ して未来の実践へと発展させてい くため

の考 え方であるということを忘れない ことです。

振り返 りを行う必要があるのは,う まく

いかなかった経験だけとは限りません。

あなたにとって重要と思われる出来事を

取り上げ,実 践からの教訓を引き出すこ

とが必要です。

教訓を言葉 にするか らこそ,次 のアク

ションに意図的につなげていくことがで

きるのです。



「次のアクションにつなぐ」構え

　 ところで,イ チロー選手は,4,000本 安打 を

達成 した裏 にあ る何倍 もの失敗経験 について,

どのようにとらえてきたのでしょうか。イ ンタ

ビューの続きによる と 「失敗を重ねてたまに う

ま くい くとい う繰 り返 しの中で,バ ッティング

とは何か,野 球 とは何かを知 ることができる瞬

間は,う ま くいかなか った時間 とどう自分が対

峙するかによるもの」と述べています。イチロー

選手は,安 打になったとかフライになったといっ

た 「できた,で きない」 の結果 だけでな く,自

らのバ ッテ ィングその ものをプロフェッショナ

ルとして とらえよ うとしています。この思考 と,

そこにプロフェッシ ョナル としてのあ りようを

見 いだすイチロー選手の取 り組 みは,コ ルブの

「①具体的な経験 を し,② その経験 を振 り返 っ

て内省す ることで,③ そ こか ら得 られた教訓を

概念に落 とし込み,④ それを新 たな状況に適用

することによって,経 験 から学習をす る」 とい

うサイクル と似ていると思い ませんか?

　先 日私 は,毎 年花粉症 で困 っている友人か ら

「今年は特にひ どくて,喘 息 のよ うに咳込み も

出てきて息苦 しく,今日 は,歩 くの もや っとと

いった感 じ」 とい う内容 の電話相談 を受けま し

た。私は,「 かか りつけの医師 に吸入か何か追

加処方を依頼 した方が よい」な どとア ドバイス

を しま した。翌 朝,「 少 し歩い ても苦 し くて,

休み休み,や っ と病院にたどり着いた。今診て

もらってい る」 とい うメールが入 りま した。友

人 は胸部X線 の結果,緊 急入院 とい う事態にな

りました。診断名は肺梗塞です。私 は完全 に思

い込みをしてい ました。 ちょうど花粉の飛散の

ピー クを迎えていた ことと,友 人はいつ も花粉

症がひ どい ことを知 っていたので,花 粉症以外

の疾患を疑 うことを しなか ったのです。 しか

し,花 粉 症 とい う主 疾患 を除けば,「 歩 くのも

やっと」 とい う状況か ら 「少 しの距離 で呼吸苦

が生 じる」 とい う症状の悪化を見 ることができ

るため,肺 梗塞 は疑 うべ き疾患名 です。私 は,

症状が悪化 した場合 は,主 疾患 と自覚症状の変

化をつなぎ合わせる思考 と同時に,主 疾患 とは

別の ことが起 こってい る可能性 もある ことを疑

う,と い う思考を しなければな らなかった こと

に気 づ きま した。 時間が もっ と経過 してい た

ら,友 人は生命の危機に陥って しまっていたか

も しれない とい う罪悪感 と,救 急に携 わった経

験があることへの過信に直面 しま した。

　 この経験が,私 に とってははっ とした気づき

を もた ら しま した。 も う一 つ私 の思考 の中 で

はっとした気づきをもた らした理由には,以 前

術後に肺梗塞 になった患者の急変対応 が果た し

てよかったのか どうか,解 決をみていなか った

こ とを思い出されたことにあ ります。 この出来

事 はずいぶん過去 のことにはな りますが,そ れ

でもクリティカルケア領域 に携わ った看護 師 と

しての自分の実践 に,教 訓を得 た瞬間でもあ り

ました。 このように振 り返ることができたのは,

友人が入院 した時に担当 して くださった看護 師

に,私 が 「もっと早 く肺梗塞を疑い情報を収集

していた ら,1日 早 く治療ができたのに」 と心

中を吐露 したことがきっかけです。また,こ う

して この経験を皆 さんに紹介することも,振 り

返 りに役立ちました。実践の振 り返 りでは,実

践 についてそこに至 ったプロセスをオープンに

し,タ イ ミングよ く振 り返 ること,得 た教訓 を

言葉にする ことが必要 とな ります。

　読者の皆さんは,救 急看護 のプロフェッシ ョ

ナル として医療現場 にかかわっています。そこ

で振 り返 る実践 は多岐にわ たることで しょう。

例 えば,救 急搬送 された方の血管確保 も一つ の

プロフェッシ ョナル としての行為 にな ります。
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先 ほどのイチロー選手で言 えば,バ ッ トのスイ

ング技法が これにあたるで しょうか。 しか し,

血管確保は,患 者 の状態 に合わせて行 う必要 が

あ ります。野球で言 えば,野 手の位置を加味し

て安打にできるような方 向へ打つ ことに似てい

るか もしれません。 さらに,安 打が得点につ な

がるよ うにするためには,ラ ンナーが3塁 にい

る時に,ど こに打球を向けた らよいのかを考 え

る必要があ ります。血管確保 において,そ の時

何を意図 しなが らその穿刺部 と穿刺針を選択 し

たのか,そ の際に医師やほかの看護師 とどのよ

うに協働が図れたのか,も っと言えば,ほ かの

患者に与える影響 を考慮 しながら処置に携われ

たのかな ども含めて,血 管確保 とい う救命処置

が果たす意 味を深 く振 り返 ることもできます。

つ ま りは,「 その時何 をとらえ,ど のよ うに考

え,何 を意図 しなが らどのような行為を したの

か」 を振 り返 りなが ら,そ れが救急看護にとっ

て持 つ意味を熟考することが 「次のアクシ ョン

につなぐ」構えにな ってい くのです。

　 ここで注意 していただきたいのですが,今 述べ

てきた視点をいつも持ちながら振 り返 りをしなさ

い とい うわけではあ りません。振 り返 りを学びに

変えていくためには,決 められた枠組みの項 目に

ついて振 り返るのではな く,あ れ!?　 と自ら気

づ くようなはっとした気持ちから,な ぜ このよう

なことが起 こったのか,順 を追って一連の経過を

振 り返ってみることが大切です。その結果,時 に

自分の至 らなさに落ち込むこともあるかもしれま

せんが,そ うしたことに気づ く勇気を持つ ことこ

そ,実 践から学びを得てい く第一歩になるのです。

実践の振り返りを
真の学びに変えていくには

次 に,実 践の振 り返 りを真の学びに変 えてい

くための方法について述べていきます。何か し
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ら気になる出来事 に直面 した時,ど のような方

法で振 り返 りを行 った らよいのか,悩 む ことが

あるか も しれ ません。 イチ ロー選手 のイ ンタ

ビュー内容か らは,自 問自答 しなが ら振 り返 り

を行ってきたことが理解できます。 この ことか

らも,振 り返 りは 「自己 との対 話」 を通 して,

頭の中で考 えを巡 らす ことによって行 うことが

できます。もちろん,頭 の中で考えたことを書

くとい う方法によって,他 者からも見 えるよ う

に表現することもできます。ただ し,一 人 で行

う振 り返 りは,時 に視点の広 が りや深 ま りとい

う点で限界がある ことを理解 してお く必要があ

ります。む しろ,自 問 自答 といった 「自己 との

対話」を士台に しなが らも,語 るべ き他者 の存

在によって,よ り良い気づきがもた らされるこ

とも多いのです。 日常 においても,誰 かに語 る

ことや聴いて もらうこと,応 答 してもらうこと

で,自 分の考えや感情 が整理 され,次 につ なが

るアイデアが浮かんで くる,と い う体験 は多々

あるのではないで しょうか。

　 また,こ こで 言う他者 とは,必 ず しも経験を

積んできた先輩や認定看護師な どの専門的な知

識 ・スキルを有 しているスペ シャリス トである

とは限 りません。同 じ立場の同僚 間で対話をす

るか らこそ,得 られ る気づ きもあるで しょうし,

医師やその他の職種の方々 と対話す る ことで,

それぞれの専門性の違いや連携のあ り方,看 護

師 としての役割や看護 についての考 えな どが,

よ り明確化され ることもあるで しょう。 もちろ

ん,経 験を積んできた先輩やスペ シャリス トの

方 々か ら助言を もらうことで,新 たな視点か ら

の振 り返 りが促されることも多々あ ります。

　 そ して,も う一 つ確 認 しておきたい こ とは,

他者 との対話が1対1で なされることもあれば,

グループ,あ るいはその組み合 わせでなされる

こともあるとい うことです。すなわち,実 践の



振 り返 りが真の学びに変換 されてい くためには,

さまざまなバ リエーシ ョンがあ って よいのだ,

む しろあった方がよいのだとい うことです。実

践後の振 り返 りを行 う主体が 自分 自身 である と

い うこ とを忘 れず,気 づ く勇 気を持 っていれ

ば,多 様な振 り返 りの機会を,幾 重にも,自 ら

の手で作 り出していくことが可能になるのです。

　イチロー選手がプロフェッシ ョナル として一

流 であり続けてい るように,私 たち看護師 も一

流 になってい く努力をしていきたい ものですね。

そのためにも,気 になる出来事 をきっかけ とし

て,そ の結果に至った一連のプロセスについて,

語るべき他者の存在を得なが ら,意 図的に,そ

してオープンに振 り返 ること,そ れが,ケ アの

核心 に迫 って い く知 識や スキル,プ ロフェ ッ

シ ョナル としての信念 を構築 ・再構築する こと

につながっていくのだ と再確認 したい ものです。

　振 り返 りとい う言葉は,こ と日本において,で

きなかった ことな どネガテ ィヴな行為か ら,次

に失敗 しないためのノウハウを導 くとい った反

省 と同義 としてとらえがちです。 しか し真 の振

り返 りとは,で きたこともできなかったこともす

べ て熟考す ることであ り,そ の姿勢が学びに転

換 でき うる第一歩につながると思います。次 回

は,実 践 の振 り返 りを学びに変 えてい く具体例

を紹介 します。読者 の皆さん と実践を振 り返 る

ことの奥深さを共有できた らと思ってお ります。
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